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例 言

1 本書は、新潟県長岡市寺泊敦ヶ曽根地内の大河津分

水路河川敷に所在する五千石迫跡の 3区の発掘調査

の記録である。

2 発掘調査は、大河津分水路可動堰改築事業に伴い、

長岡市が国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務

所から受託し、平成 20年 4月か ら平成 21年 3月に

実施した。

3 発掘調査にかかるすべての費用は、国土交通省北陸

地方整備局信濃川河川事務所が負担 した。

4 発掘調査は、長岡市教育委員会が主体となって行っ

た。長岡市は調査にあたり 、調査にかかるすべての

作業を株式会社大石組に委託した。

5 出土遺物及びすべての記録類は、長岡市教育委員会

が保管している。

6 本書の執筆は、加藤由美子（長岡市教育委員会）、

岩松和光（株式会社大石組文化財事業部）、竹部佑介

（同）、南波守（同）、松井奈緒子（同）がこれにあ

たり、文末に執筆者名を記した。また、竹部 ・南波

が編集を、加藤が総括を行った。

7 調査から本書の作成に至るまで、多くの方々からご

協力、またご教授を賜りました。記して御礼申し上

げます。 （敬称略 ・五十音順）
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調査の経緯

五千石遺跡の発掘調査は、国土交通省北陸地方整備

局信濃JII河川事務所の大河津分水路可動堰改築事業に

伴い、平成18年度からの 3か年計画で長岡市 ・燕市両

教育委員会が実施している。延べ調査面積が33,900nf 

と広大なため、調査区をあらかじめ 5区に分け、平成

18年度に 1区（長岡市） ・2区（燕市）、平成19年度

に4区（長岡市 ・燕市） . 5区（長岡市）の調査を終

了した。調査最終年となる平成20年度は、長岡市教育

委員会が 3区の上層 (V層） 1,400吋・下層 (VII層）

4, 700nfの計6,lOOnfの調査を実施した。

平成20年4月 1日、長岡市は国土交通省と五千石遺

跡発掘調査業務委託契約を締結し、 6月4日から重

機による表土除去を開始した。同12日から作業員によ

る発掘調査に着手し、同19日に上層の航空写真撮影を

行った。その後引き続き下層の調査に移り、古墳時代

前期の集落跡を確認した。 9月25日、下層の航空写真

撮影を行った。同27日には現地説明会を開催し、雨天

の中166人の来場者を得た。10月11日、 全調査を終了

し、以降 3月下旬まで整理作業を実施した。 （加藤）

第 1図 五千石遺跡調査区 (1: 3500) 

平成18・19年度調査の概要

平成18年度の 1区 ・2区は、大雨 (7月19日）によ

る現場の水没を乗り越えての調査であった。 1区で

は、標高10mの南東へのびる微高地上に、竪穴住居跡

2軒、掘立柱建物跡8棟、周溝を持つ建物跡 1棟など

から構成される古墳時代前期の集落の一端が明らかに

なった。集落の本体は北西方面と思われ、密度は薄く

なるものの「黒川」 を挟んで更に 2区へと及んでい

る。遺物は、古墳時代前期の土器と管玉 1点、弥生時

代中 ・後期および縄文時代晩期の土器と勾玉、石刀、

石鏃などの石器、石製品がある。 2区の遺構は、四隅

の切れる周溝状遺構 1基、古墳時代前期の掘立柱建物

跡 1棟と、周溝を持つ建物跡は、中心部の土坑の遺物

年代から、弥生時代中期の遺構とされている。このほ

かに縄文時代晩期の埋設土器 2基などにより構成され

ている。遺物は、弥生時代中 ・後期と古墳時代前期の

土器と、縄文時代晩期の迫物群は充実しており、注口

土器や深鉢型土器をはじめ、石鏃、石冠、石刀、石

棒、石斧と凝灰岩製の玉類 2点が出土している。

平成19年度は、4・5区において上層 (V層）と下

層 (VIl層）の二面調査を行った。 4区では 1区から 3

区の古墳時代前期集落に対置するように、南側の小谷

を挟んで、新たな微高地の存在が明らかとなる。 4区

西側の上層遺構はこの微高地上に展開し、コの字状、

L字状の溝をともなう掘立柱建物跡12棟が主体となっ

て、井戸、焼土遺構、土坑などがとりまいている。こ

れらは古墳時代後期の追構群である。下層遺構である

前期の掘立柱建物跡 2棟も検出されている。集落の東

側を南北に流れる水路 (SDll) からは、多量の流木材

の中から上層期の堰遺構が南部域から、下層期の堰遺

構が北部から出土している。 4区の遺物は、掘立柱建

物跡の溝から土師器の杯 ・甕、須恵器の杯 ・践の良好

な資料が得られたほか、土坑から須恵器の甕が出土し

ている。木製品ではナスビ形農耕具、鋤、弓、田下

駄、杭のほか、転用された有頭垂木やY字状材などの

建築材、 SDll内や微高地縁辺部からは、臼玉、剣型な

どの石製模造品、勾玉などが出土している。堰遺構か

ら分けられた水は、 SD14 や 5区のSD51・ 55および支

溝を通じて、耕地に配られた可能性がある。 5区のIII

層中から平安時代の須恵器杯が出土している。 （岩松）
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国上地理院平成17年発行(/)I : 50000 弥彦」 「三粂」を元に作成した．

写真 1 五千石遺跡周辺 （北から）
写真右下の矢印が五千石遺跡 (3区） 、奥に東頸城丘陵と島崎川流域が広がる。

（提供 国上交通省北陸地方整備局信濃川河川市務所）
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立地と環境

五千石遺跡 (1) は、大河津分水路左岸の河川敷に

所在し、標高は 10m前後を測る。周囲には、信濃川

や旧島崎川などによって形成された自然堤防が発達し

ており、また、東頸城丘陵の先端部が島状に残る。

五千石遺跡を含めた周辺の遺跡は、これらの微高地上

に展開する。ここでは、周辺の集落遺跡を中心に、弥

生時代から古墳時代にかけての信濃川左岸における遺

跡分布と、玉作遺跡の変遷を概観する。

弥生時代中期における五千石遺跡周辺の集落遺跡に

は、玉作関係遺物が出土した諏訪田遥跡 (2) や草薙

遺跡 (3) がある。野起遺跡 (4) からは少量ではあ

るが、この時期の土器が出土している。近接して複数

の追跡が存在しており、近隣での集団的な結合がうか

がえる。島崎川流域の松ノ脇追跡 (5) では、中期後

半以降、北陸南西部や中部高地、東北地方などの土器

が出土し、他地域との活発な交流が認められる。管玉

未成品が出土しており、玉作が他地域との交流に用い

られた可能性が考えられる。

弥生時代後期の五千石遺跡周辺には、舞台島遺跡

(6) があるが、 玉作は確認されていない。島崎川流

域では、高地性集落の赤坂遺跡群 (7) をはじめ、上

桐神社裏造跡 (8)、大武遺跡 (9) など複数の玉作

遺跡が存在し、遺跡数の増加とともに、 玉作集落も増

加した様子がうかがえる。一方、角田 ・弥彦山麓にお

いては、山谷古墳下層遠跡 (10) や、大沢遺跡 (11)

が存在するが、遺跡数は島崎川流域に比べて少なく、

玉作遺跡は確認されていない。

古墳時代前期に入ると、五千石遺跡周辺では、野起

遺跡などがある。島崎川流域では、奈良崎遺跡 (12).

大武辿跡が存続する一方、弥生時代後期に玉作を行っ

ていた赤坂遺跡群などの集落は、この時期には廃絶す

る。これに対して、角田 ・弥彦山麓では、弥彦丘陵の

東で蒲田遺跡 (13)、稲場塚古墳 (14) があり、時期

が下ると御井戸遺跡 (15)や南赤坂遺跡 (16) のよう

に角田山麓で集落が営まれる。山谷古墳 (17) や菖蒲

塚古墳 (18)、観音山古墳 (19) といった信濃川左岸

を代表する古墳が築造され、角田 ・弥彦山麓が優位に

立つ様子がうかがえる。また、南赤坂遺跡や越王追跡

(20) では玉作が行われるようになる。 （竹部）



平成20年度の調査概要

3区には、 V層と VII層の 2面の追構確認面がある。

v庖では、古墳時代後期の溝 7条と、井戸 2基を検出

した。溝は、平成 19年度調査の 5区で検出された溝

の続きであり、さらに 4区へ続くものと想定される。

包含層、追構ともに迫物は少なく、土師器片、木製品、

それと臼玉 1点が出土している。

VII恩では古墳時代前期後半を中心とする集落跡を確認

した。集落は、調査区を北西から南東方向に延びる、馬

の背状の微高地上に展開している。また、平成 19年度

調査の4区との間は谷状地形となっており、 4区と 3区

の微高地が平行に並んでいることを確認した。

辿構は、竪穴住居跡 7軒、掘立柱建物跡8棟、土坑

39基、溝、井戸などである。竪穴住居跡の時期は、

出上した土器から、新潟シンポ編年の 9・10期（古

墳時代前期後半）が主体である。竪穴住居跡のうち、

SI07・09・10は周溝を持っており、また SI03とSI07

では緑色凝灰岩製の管玉未成品や剥片が出土した。掘

立柱建物跡は 1間X2間が主体で、主軸方向が微裔地

に並行するグループ (S812・14・16・17) と、直交す

るグループ (SBll・13・15・18) に大別できる。S815

とS817には切り合い関係がみられる。S066は集落の

西辺を区画するように、微高地を切って南北に延びて

いる。また、 22Z -24・25グリッド付近の南側斜面

では土器の集中地点があり、壺4個体と甕5個体分が

まとまって出土している。 （南波）

基本層序

平成 18年度、 19年度の基本層序と同様に、 I層か

らVII層に分層できる。大河津分水路通水以降の堆積土

である I層、それ以前の耕作土である II恩、灰白色土

のm層と続き、ガツボ陪である illb暦は標高の低い地

点に堆積する。黒褐色土のW層は古墳時代後期の追物

包含層で、標高の低い調査区南側では、青灰色土を含

む 5眉に細分できる。古墳時代後期の追構確認面であ

るV層の堆積は、微高地上で薄く標高が低くなるにつ

れて厚い。縄文時代晩期から古墳時代前期にかけての

遺物包含層であるVI層は黒色土で、調査区南側で4つ

に分屈できる。また、その下部のVIb層は縄文時代晩

期の追物の出土に伴って部分的に堆積する。VII層は古

墳時代前期の遺構確認面である。 （松井）
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写真 3 発掘調査風景

写真 4 基本層序 (3区南壁）
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3区上層遺構

古墳時代後期の溝、井戸、ピットを検出した。遺物は

コンテナ約 2箱がSD51を中心に出土した。

溝 平成19年度調査の 5区で確認したSD51、SD52、

SD55、SD56のつながりと、新たにSD62、SD63を検出し

た。 5区から続く溝には、切り合い関係はない。南へ延

びて、平成19年度調査の4区で確認されたSD14と接続す

る可能性がある。SD55の真下では下層遺構のSD66が確認

でき、重ねて掘り直した様子がうかがえる。SD56の掘り

方には柱痕跡を 2基確認した。また、内面黒色処理され

た杯（第 5図 1)はSD51からの出士である。

SX71 平面は径100cmの円形、断面は逆台形、底部径は

32cmを測る。深さは104cmで、授土はレンズ状に自然堆

積する。遺物は、底部より木片と土師器片が出土したの

SP和＼ みである。規模や形状などから井戸と考えられる。

3区 z
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第 3図 3区・ 4区東地区.5区上層 (1 : 1000) 

SX76(上層） 平面は径105cmの円形、断面は径55cmの筒

形で上部は朝頻形に開き、深さは109cmを測る。炭化物の

多い層を間に挟み、レンズ状に自然堆積する。SX76(下

層）が埋没した後に掘り返された井戸と考えられる。ヘ

ラ状の木製品（第6図89) と臼玉(90)が出士した。（松井）

写真 5 3区上層

写真 6 SD61完掘状況
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3区下層遺構

S!03 (写真 7) 調査区の南東隅に位置する竪穴住居

跡である。主軸はN-66°-Wで、長軸 4.86 m X短

軸 4.72 mの隅丸方形を呈する。確認面から床面まで

の掘り込みは、深いところで 22cmを測る。主柱穴は、

住居中央寄りに長軸方向で 2基確認された。住居内追

構には壁周溝、ヒ ッ゚ト、土坑、溝状迫構、炉跡がある。

上坑は 3基あり、中でも南側角に位置するものは、住

居のプランよりも外側に張り出す。炉跡は住居の中央

寄りに 3基検出され、そのうち最も中心に位置する

1号炉は鍛冶炉（写真 8) である。鍛冶炉は、現状

25cm X 21cmの南北方向に長い楕円形で、断面形は皿

状を呈する。床面からの深さは 3cmと浅い。炉の周

囲には、炉壁が部分的に残っており、炉内には椀形鍛

冶滓の一部と、鍛造剥片が確認できる。また、住居の

裂土中や床面からは羽口の破片も出土しているが、取

り付け位爵は不明である。鍛冶炉以外の 2基の炉は、

地床炉である。 これら 3基の炉の直上には、厚み 2cm 

ほどの炭化物層が広がっていた。

迫物は土師器、玉作関係追物、鉄関連追物などがあ

る（第 5図4~ 22)。土師器には甕 ・壺 ・高杯 ・器台 ・

鉢があり、覆土および床面、土坑などから出土した。

おおよそ、新／易シンポ編年の 8・9期（古墳時代前期

後半）におさまると考えられる。玉作関係遣物には、

管玉の製作工程を示す資料として、緑色凝灰岩製の角

柱状、四角柱状、多角柱状のほか、穿孔途中、穿孔後、

仕上げの研磨途中などの各段階の未成品と、石核、そ

れに大量の剥片があり、覆土の下層から床面にかけて

多く出土している。ただし、完成品は出土していない。

住居の東側には溝状の遺構があり、緑色凝灰岩の剥片

や管玉末成品がまとまって出士している。また、住居

の中央付近にあるヒ ッ゚ トには、人頭大の石が据えてあ

り、その周辺では床面に剥片が無数に飛び散っていた

（写真 10)。 このことから、この石が打割時の台石と

して使用されたものと考えられる。ただし、この台石

は鍛冶炉から約 80cmと近く、金床石の可能性も考え

られる（写真 9)。また、台石のほかにも、住居内か

らは敲石や砥石の破片が多数出土しており 、これらが

玉作あるいは、鍛冶のいずれに使用されたものである

かは、今後さらに検討が必要である。 （南波）
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写真 7 SI03床面検出状況 （南東から）

写真 8 SI03鍛冶炉
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写真 9 SI03鍛冶炉周辺

写真10 SI03台石周辺 遺物出土状況
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写真 11 SI04 (南東から）
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、写真12 SI06 (南東から ）

写真13 SI07 

写真14 SI07床面の遺構と遺物出土状況 （東から）

SI04 (写真 11) 調査区の東界に位置する。住居は長軸

4. 56 m、短軸 3.84 mの隅丸長方形を呈し、主軸はN

- 73°-wを向いている。炉跡は、住居の西辺寄りに

28cm X 19cmの規模で、貼床面上に検出されている。

焼上（火床）の厚みは 1cm程度と薄く、硬化していな

い。住居内の土坑は、貼床面下より検出されている。

住居内ヒ ッ゚トは管玉を出土したヒ ッ゚トを除くと、掘り

込みが浅く不揃いである。管玉は4点の完成品（第 5

図29~ 32) が出土している。30、31は覆土中より、

32はヒ ッ゚トより、29は床下土坑の出土である。甕 (24)

は新泥シンポ編年 9期に比定される。 （岩松）

SI06 (写真 12) SI04の北西に位置する。長軸 4.70 m、

短軸 3.92 mの隅丸長方形を呈し、主軸はN-56°-Wと

やや振れ方が小さい。南東の壁側には、壁周溝に接続す

るコの字状の溝に囲まれて、地山VII層が掘り残され、その

脇には、間仕切り状の溝が検出されている。床面中央の

ピットからは木質の残片が出土するが柱穴は判然としな

い。遺物は壺（第5図45) が北西壁際の覆土中から出土

しており、新潟シンポ編年9期前後に比定される。（岩松）

SI07 (写真 13) 調査区ほぼ中央に位置する。長軸 5.84

m、短軸 5.54mの隅丸方形で、床面までは最深で約 26cm

を測る。主軸はN-61°-Wを向き、周溝 (SD71)を持つ。

主柱穴は4基ある。中央やや西寄りには、長軸80cm、短

軸40cmの焼土層のある炉跡を 1基検出した。住居内の床面

や覆土中からは、緑色凝灰岩の剥片が多数出土している。

貼床上には住居の壁際に沿って、部分的ではあるがVII層土

混じりの土と、炭化物層の堆積が確認できた。また、東側

の壁周溝に接続して、 2本の細長い溝に囲まれた、長軸約

1.3 m、短軸 lm、深さ約 0.2mの掘り込みと、それにつ

ながる長さ L73 m、幅約 0.2m、深さ約 0.1 mの浅い溝を

検出した（写真 14)。ここから、こぶし大程の擦り面を持

った石と、蛇紋岩製の棗玉（第6因68)、そして緑色凝灰

岩の剥片が集中して出土した。また、覆土中から擦切溝の

ある未成品や、貼床中から仕上げ段階と思われる管玉の破

片 (67)が出土している。

周溝 (SD71)は、長軸 15m、短軸 14.7 mで南西隅が一

端途切れ、南東に約2.5m開口する。溝幅の広がる開口部

付近に遺物が集中し、新涅シンポ編年の 10期に相当する

壺（第6図56)、小型丸底壺 (65)、高杯 (58)が並ぶよう

に出土した。 （松井）
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SJ08 (写真 15) 調査区のほぼ中央に位置する。長軸

4. 46 m、短軸 3.80 m、軸線方位はN-73°-Wを向い

ている。掘り込みは 25cm程、炉跡は住居の中央西寄り

に位置する。竪穴住居内は焼け落ちた炭化材が多量に検

出され、火災住居の様相を呈する。東壁側には 1.2 m X 

0. 6 mの浅い掘り込みをはさむ形で、 4本の仕切状の浅

い溝が検出されている（写真 16)。住居の壁にかかるヒ°

ットは、約 40cmの掘り込みを持ち、小屋組を支えたと

思われる。遺物は、緑色凝灰岩製の算盤型玉 1点と鉄石

英などの剥片 13点が衷土中より、土師器器台（第 5図

39)と小型丸底壺 (37)は毅土最下層より出土している。

新潟シンポ編年9期に相当する。 （岩松）

S109 (写真 17) 調査区の西端に位置する。長軸 6.68 

m、短軸 6.50 mで周溝 (SD72) を持つ竪穴住居跡で

あな往時は隅丸長方形だったと考えられるが、他の

掘り込み等が重複し、平面プランは不整形を呈する。

確認面からの掘り込みは約 6cmと浅い。主軸はN-

24°-wを取り、他の竪穴住居跡と大きく異なる。主

柱穴は4基存在し、棟持柱跡と考えられるヒ°ットが 2

基ある。住居内ほぼ中央で検出した焼土面は、炉跡と

考えられる。周溝は、蝠が平均 0.95 mで、深さは約

0. 2 mである。南東辺で途切れ、端部がバチ状に広が

る。また、 一部が SD66に切られている。周溝から、

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土器（第 6

図69~ 70) が少量出土している。 （竹部）

S110 (写真 18) SI07の北に位置する。長軸 6.08 m、

短軸 4.64 mで隅丸長方形を呈し、周溝 (SD70) を持

つ竪穴住居跡である。確認面からの掘り込みは 7cm 

と浅い。主軸はN-59°-Wを取る。住居内では、

長軸と平行に主柱穴が 2基が並ぶ。また、ほぼ中央に

炉跡と思われる焼土を 1基検出した。北東辺の壁際で

は、切り合いを持つ 2条の壁周溝が検出されており、

壁面の改修が考えられる。南東辺の壁際で掘り込みに

細い溝が取り付く迫構が 1基検出された。周溝は幅が

平均 1.4 mで、南東辺で途切れ、 SI09同様に端部は

バチ状に広がる。確認面から約 20cm掘り込んでいる。

住居床面からは、新潟シンポ編年 9・10期の高杯（第

6図75)・器台 (78・80) が転倒した状態で出土、周

溝からは主に開口部付近から同時期の土師器 (71~ 
7 4・76・77・79・81 ~ 84) が出土してしヽる。 （竹部）

写真 15 SI08炭化材出土状況 （東から）

写真16 SI08床面の遺構と遺物出土状況 （東から）

写真17 SI09 

写真18 SI 10 
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写真19 SX76セクション （南東から ）
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写真20 SD66遺物出土状況 （南から ）

写真21 SK47遺物出土状況 （南から）
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写真22 SK50遺物出土状況

SX76 (下層）（写真 19) 微高地南側の斜面上に位置

し、下層と上層で 2回にわたって同じ位置に掘削され

ている。下層では長径 2.26 m、短径 l.68 mの不整円

形、遺構確認面から深さ 1.28 m、断面形はU字状を

呈する。下層覆土の下半は、層理が何重にも薄く堆積

しており 、水をたたえつつ時間をかけて埋没していっ

た様子がうかがえる。造物はコンテナ約半箱の土師器

（第 6因85~ 87)に加え、ヘラ状に加工された木製

品 (88) や板材（第4図下段右）、杭、ひょうたんなど

が出土した。壺 86など、出土遺物は竪穴住居跡とほぼ

同時期のものであろう。ひょうたんは未加工で、底面

付近で転がるようにして出土した。木製品やひょうた

んが出土したことと、遺構の規模などから、 SX76は井

戸跡であると考えられる。 （竹部）

SD66 (写真 20) 3区を南北に貫く溝跡で、調査区全

体での延長は 55mを測る。幅は平均 1.1 m、確認面か

らの深さは約 0.5 mで断面形は逆台形を呈する。直線

的に伸び、S109の周溝を切っているが、 3区の北端か

ら約 16mの地点で S110を意識するように「く」の字

に曲がる。また、 21Uから 21Vグリッドにかけて、

S066の上半が西側に、下半が東側に横ずれを生じてい

る箇所を確認した（第 4図下段左）。 1区 ・2区で検

出した横ずれと同じものであろう 。平成 19年度 5区上

層では、この S066が埋没後、これをなぞるように掘削

された上層時期の溝S055が検出されている。遺物は弥

生時代後期から古墳時代前期にかけての土器（第 5図

48 ~ 50) が少景、ほとんどが浮いた状態で出土した。
SllOを意識した流路プランから、 S066は、竪穴住居跡

と同時期に利用されていたと考えられる。 （竹部）

SK47 (写真 21) 土坑の規模は、長軸 1.65 m、短軸 0.8

m、深さ 0.6m程で、形状は長楕円形を呈する。隅は丸

く不揃いである。SK47はS108の西 1.65 mに軸線を揃

えて近接している。遺物は、甕・壺（第 5図41~ 44) 
を図示している。新褐シンポ編年の 9期前後の時期と

思われる。竪穴住居と同じ軸線方向、あるいは直行方

向に位置する土坑は、 S104に対する SK70、S106に対す

るSK50・ 51・53などがあり、形状は様々で、長楕円形、

四隅の張るもの、内部に段をもつものや不整形なもの

もある。出土する土器に、あまり時期差はない。SK50

からは管玉 1点が出土している。 （岩松）
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出土遺物 （第 6図）

91 ~ 94は、 22Z - 24・25グリッドのW層から出

上した古墳時代前期後半の土師器である。壺 4個体

と甕5個体がーか所でかたまって出土し、壺 3個体と

甕 2個体はほぼ完形に復元できる。赤彩されているも

のも多く、何らかの追構に関わる土器群と考えられる

が、断ち割り調査の結果追構は確認できなかった。

100はVI暦から出土した流紋岩製の石鋸である。出

土地点の 22W-14グリッドは、 S107の周溝 (S07l) 

に近接する。長さ 15.3cm、幅 7.5cmを測る。

101は緑色凝灰岩製の管玉である。27w-16グリッ

ドから出土した。長さ 4.2cm、直径 1.1cmを測る。（加藤）

まとめ

調査の結果、上層 (V層）で古墳時代後期の溝を、

下層 (VII恩）で古墳時代前期後半の集落跡を検出し

た。今回検出した上胴の溝は、平成 19年度調査の 5

区で検出した SD5l・SD52・SD55・SD56の続きにあたる（第

3図）。このうち S052・S055・S056の 3条は、3区の

北西隅で合流することが明らかになった。 3条の溝が

合流してできた S061は南へ延び、調査区南端で今度

はS051と合流する。 2条が合流してできた S051はそ

のまま 4区の方へ向かい、その先の状況は不明であ

る。 4区には S014や SDllといった、 S051と同一軸に

流れる溝が存在しており 、それらと S051との関係解

明が今後の課題であるc

3区下層で見つかった古墳時代前期後半の集落跡

は、北西から南東に向かって延びる微高地上に立地す

る。 4区でも同じような微高地が確認されており、 2

つの微嵩地は小さな谷状地形を間に挟みながら、互い

に平行に延びていることがわかった。 4区の微高地上

には 3区の前期集落から時代を下る こと約 100年後、

占墳時代後期の集落が形成される。詳細が不明な中期

は別として、この発掘調査により古墳時代前期から後

期に至る五千石造跡での集落変遷の様相が明らかにな

ったのである。

3区で 7軒見つかった竪穴住居跡は、新混シンポ編

年の 8期から 12期の範疇に収まると考えられる。そ

れぞれの住居には若干の時期差が存在し、住居形態も

バラエティーに富む。平面プランが正方形のもの、長

方形のもの。住居に周溝が巡るもの、巡らないもの。

住居内の一辺に土坑、いわゆる住居内上坑あるいはエ

作用ヒ°ットを持つもの、持たないもの。主柱穴が並ぶ

もの、並ばないもの。主柱穴が 2基あるもの、 4基あ

るもの、さらに棟持ち柱を持つものなど、様々な要素

が組み合わされる。まずはそれぞれの竪穴住居の時期

を把握し、ここであげたような特徴を照らし合わせて

みることで、古墳時代前期における住居形態の変遷が

明らかになるだろう。

S103とSI07からは多くの玉作関係迫物が出土し

た。寺泊地域での剥片や未成品を伴う古墳時代前期の

玉作遺跡の発見は、この五千石追跡が初例であり、こ

こでの管玉製作工程の復元が何よりも求められる。

SI03で見つかった鍛冶炉と合わせて、玉作行為と鍛

冶行為との関係を今後検証していきたい。

3年間にわたる発掘調査は、当初の予想をはるかに

超える追構や迫物に恵まれ、大きな成果をあげること

ができた。延べ 33,900 m'という広大な面積を調査し

たことにより 、多角的な視点から迫跡全体を評価する

ことが可能になったといえる。今後は平成 22年度の

本報告書の刊行に向け、調査で得た膨大な贔の記録や

辿物をもとに、五千石迫跡の全体像をひとつひとつ丁

寧に検証していきたいと思う。 （加藤）
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37• 138' 2009年 可動堰改築事業
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五’せ千人石こく迫いサ跡き
種別 主な時代 主な辿構 主な迫物 特記事項

掘立柱建物跡8棟 土師器 ・上玉 ・砥石 古墳時代前期後半の
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上坑 ・溝 ・鍛冶炉 鉄関連遺物 行為を確認c
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